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Ｚ
Ｅ
Ｈ
に
対
す
る
補
助
制
度

の
公
募
が
ス
タ
ー
ト
し
て
い

る
。
昨
年
度
と
同
様
に
国
土
交

通
省
、
環
境
省
、
経
済
産
業
省

に
よ
る
３
省
連
携
に
よ
る
支
援

が
行
わ
れ
て
い
る
。

現
在
、
公
募
が
行
わ
れ
て
い

る
の
は
Ｚ
Ｅ
Ｈ
支
援
事
業
と
次

世
代
Ｚ
Ｅ
Ｈ
＋
支
援
事
業
。
Ｚ

Ｅ
Ｈ
支
援
事
業
で
は
、
今
年
度

は
Ｚ
Ｅ
Ｈ
と
Ｚ
Ｅ
Ｈ
＋
の
２
種

類
が
対
象
。
同
支
援
事
業
で
の

Ｚ
Ｅ
Ｈ
＋
の
要
件
は
、
一
次
エ

ネ
ル
ギ
ー
消
費
量
を
25
％
削
減

し
た
う
え
で
、「
外
皮
性
能
の
さ

ら
な
る
強
化
」「
高
度
エ
ネ
ル

２
０
２
１
年
度
の
省
エ
ネ
住
宅
に
対
す
る
補
助
制
度
の
公
募
、申
請
が
ス
タ
ー
ト
し
た
。
Ｚ
Ｅ
Ｈ
へ
の
支
援
が
秋
口
ま
で
継
続

的
に
行
わ
れ
て
い
る
ほ
か
、「
部
分
断
熱
等
改
修
実
証
事
業
」な
ど
改
修
に
対
す
る
新
た
な
支
援
策
も
実
施
さ
れ
て
い
る
。
住

宅
業
界
の
強
い
要
望
で
実
施
さ
れ
て
い
る「
グ
リ
ー
ン
住
宅
ポ
イ
ン
ト
」も
含
め
て
、例
年
以
上
に
手
厚
い
メ
ニ
ュ
ー
が
揃
う
。

住
宅
の
脱
炭
素
化
に
向
け
て
、こ
う
し
た
優
遇
施
策
の
活
用
が
有
効
と
な
る
。

省
エ
ネ
住
宅
の
補
助
制
度

公
募・申
請
が
相
次
ぎ
ス
タ
ー
ト

ギ
ー
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
」「
電
気
自

動
車
（
Ｐ
Ｈ
Ｖ
車
を
含
む
）
を

活
用
し
た
自
家
消
費
の
拡
大
措

置
の
た
め
の
充
電
設
備
ま
た
は

充
放
電
設
備
」
の
う
ち
２
つ
以

上
を
導
入
す
る
こ
と
と
な
っ
て

い
る
。

補
助
額
は
Ｚ
Ｅ
Ｈ
が
１
戸
当

た
り
60
万
円
、
Ｚ
Ｅ
Ｈ
＋
が
１

戸
当
た
り
１
０
５
万
円
。

公
募
は
と
も
に
三
次
ま
で
予

定
。
二
次
公
募
が
７
月
５
日
～

８
月
20
日
、
三
次
公
募
が
８
月

30
日
～
９
月
24
日
と
な
っ
て
い

T O P I C S
「目安光熱費表示」、来年4月から導入
国土交通省
住宅情報提供サイトなどで、「目安光熱費」をラベル表示す
る新たな制度を22年4月からスタートする。表示の対象と
なるのは、新築分譲住宅及び新築賃貸住宅で、①目安光
熱費（年額）②燃料別の設計二次エネルギー消費量③燃
料別燃料単価④目安光熱費に関する注記――の4つ。

る
。次

世
代
Ｚ
Ｅ
Ｈ

＋
支
援
事
業
は
、

需
給
一
体
型
を
目

指
し
た
Ｚ
Ｅ
Ｈ
に

対
し
て
支
援
す

る
。
Ｚ
Ｅ
Ｈ
＋
の

要
件
を
満
た
し
た

う
え
で
、「
蓄
電
シ

ス
テ
ム
」「
燃
料
電

池
」「
Ｖ
２
Ｈ
充

電
設
備
（
充
放
電

設
備
）」「
太
陽
熱

利
用
温
水
シ
ス
テ

ム
」
の
う
ち
１
つ

以
上
の
導
入
を
必

要
と
し
て
い
る
。

補
助
は
１
戸
当

た
り
１
０
５
万
円

で
、
導
入
す
る
設

備
に
応
じ
て
加
算

が
あ
る
。

公
募
は
二
次
ま

で
予
定
さ
れ
、
一

次
公
募
が
５
月
17

日
～
８
月
20
日
ま

で
、
二
次
が
８
月

27
日
～
11
月
19
日

の
期
間
と
な
っ
て

い
る
。

さ
ら
に
高
い
レ
ベ
ル
の
省
エ

ネ
住
宅
に
対
す
る
補
助
も
あ

り
、国
土
交
通
省
が「
サ
ス
テ
ナ

ブ
ル
建
築
物
等
先
導
事
業
（
省

Ｃ
Ｏ
２
先
導
型
）
Ｌ
Ｃ
Ｃ
Ｍ
部

門
」
で
Ｌ
Ｃ
Ｃ
Ｍ
住
宅
に
対
し

て
支
援
し
て
い
る
。

国
交
省
が
新
た
に 

部
分
断
熱
改
修
を
支
援

今
年
度
の
支
援
策
で
特
長
的

な
の
が
、
改
修
に
対
す
る
も
の

が
充
実
し
て
い
る
こ
と
。

国
土
交
通
省
は
、
長
期
優
良

住
宅
化
を
図
る
リ
フ
ォ
ー
ム
工

事
を
支
援
す
る
長
期
優
良
住
宅

化
リ
フ
ォ
ー
ム
推
進
事
業
を
実

施
し
て
い
る
。

補
助
額
は
「
認
定
長
期
優

良
住
宅
型
」
で
２
０
０
万
円
、

「
高
度
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
型
」
で

２
５
０
万
円
。

今
年
度
は
防
災
・
レ
ジ
リ
エ

ン
ス
性
向
上
改
修
工
事
に
対

す
る
支
援
が
盛
り
込
ま
れ
た
こ

と
や
、
そ
の
他
性
能
向
上
リ

フ
ォ
ー
ム
工
事
の
対
象
に
、
テ

レ
ワ
ー
ク
環
境
整
備
改
修
工
事

な
ど
が
追
加
さ
れ
た
こ
と
も
ポ

イ
ン
ト
だ
。

補
助
の
利
用
を
希
望
す
る
場

合
は
、
事
業
者
登
録
を
行
う
こ

と
で
交
付
申
請
で
き
る
。
事
業

者
登
録
の
受
付
期
間
は
11
月
30

日
ま
で
。
交
付
申
請
の
受
付
は

12
月
24
日
ま
で
。

ま
た
、
国
土
交
通
省
で
は
新

た
に
、
部
分
断
熱
改
修
に
対
し

て
支
援
す
る
部
分
断
熱
等
改
修

実
証
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
も
ス
タ
ー

ト
し
た
。

住
宅
の
一
部
に
つ
い
て
断
熱

等
の
改
修
前
と
改
修
後
の
調

査
・
評
価
を
行
い
、
そ
の
結
果

脱炭素の
住まい 

づくりに

今後の申請が可能な戸建の省エネ住宅関連の主な補助制度など
名称・事務局URL　 概要 補助金額 公募・申請期間など

グリーン住宅ポイント
（https://greenpt.mlit.go.jp/）

一定の性能を持つ新築住宅の
建築・購入、リフォーム工事を行っ
た場合にポイントが発行される
制度

新築の場合①高い省エネ性能
等を有する住宅で40万ポイント
②省エネ基準に適合する住宅で
30万ポイント。リフォームの場
合、1戸当たり30万ポイントが
上限。断熱改修工事とエコ住宅
設備の導入のいずれかが必須。
新築・リフォームとも特例措置あ
り

令和2年12月15日～令和3年
10月31日までに契約を締結し
た人が対象。ポイントを追加工
事に使用する場合、令和4年1月
15日までに完了報告を行うこと
が必要

ZEH支援事業
（ZEH）（https://sii.or.jp/） 

ZEHロードマップの「ZEHの定
義」を満たし、一般社団法人環
境共創イニシアチブ（SII）に登録
されているZEHビルダー／プ
ランナーが関与（設計、建築、改
修または販売）するZEHを対象。
改修や「Nearly　ZEH」、「ZEH
　Oriented」も対象

ZEH：60万円／戸。（蓄電システ
ム（定置型）の設置でkWh当た
り2万円加算（補助対象経費の
1/3または20万円のいずれか低
い額））  

公募は三次まで予定。公募期間
は二次は7月5日～8月20日、三
次が8月30日～9月24日を予定

ZEH支援事業
（ZEH+）（https://sii.or.jp/） 

「ZEHの定義」を満たしたうえで、
省エネ基準から25％以上の一
次エネルギー消費量削減の達成
など、要件を満たしたZEH+を
対象。改修や寒冷地・低日射地
域・多雪地域に限り「Nearly　
ZEH」も対象

105万円／戸。導入する設備に
よって金額が加算される（例えば、
蓄電システム（定置型）の場合で
はkWh当たり2万円加算（補助
対象経費の1/3または20万円
のいずれか低い額））

公募は三次まで予定。公募期間
は二次は7月5日～8月20日、三
次が8月30日～9月24日を予定

次世代ZEH+実証事業
（https://sii.or.jp/）

ZEH+ の要件を満たしたうえ
で、①蓄電システム②燃料電池
③V2H充電設備（充放電設備）
④太陽熱利用温水システム――
のいずれか一つを導入したZEH
が対象 

105万円／戸。導入する設備に
より金額が加算される（例えば、
蓄電システム（定置型）の場合で
はkWh当たり2万円加算（補助
対象経費の1/3または20万円
のいずれか低い額））

公募は二次まで予定。期間は一
次が5月17日～8月20日まで、
二次が8月27日～11月19日ま
でを予定 

サステナブル建築物等先導事業
（省CO2先導型）
LCCM住宅部門（戸建住宅）

（https://www.kenken.go.jp/
shouco2/inquiry.html）

LCCM住宅に対する補助制度。
主な事業要件は①ライフサイク
ルCO2の評価結果が0以下とな
るもの②ZEHの要件を満たす
もの③住宅としての品質が確保
されたもの

補助限度額は1戸当たり125万
円

第2回提案募集を夏頃に予定

長期優良住宅化リフォーム推進事業
（https://www.kenken.go.jp/
chouki_r/）

既存住宅の長寿命化や省エネ化
などの性能向上リフォームや子
育て世帯向け改修に対して支援

リフォーム工事実施後の住宅性
能に応じて1戸あたり100万円
～250万円を補助。三世代同居
対応改修工事を実施する場合は
1戸当たり50万円を上限に加算

通年申請タイプの事業者登録受
付期間は11月30日まで。交付
申請の受付期間は12月24日ま
で

部分断熱等改修実証事業
（http://www.swrc.co.jp/
dannetsu/index.html）

主として生活空間を対象に戸建
住宅の一部を断熱等の改修をす
ることによって、既存住宅の温
熱環境改善や省エネ化に資する
事業の提案を公募。

上限は1戸当たり100万円（補助
対象工事費の1/2以下）

5月21日～7月21日。応募状況
によって追加公募を行う場合が
あり

既存住宅における
断熱リフォーム支援事業

（http://www.heco-hojo.jp/
yR03/danref/index.html）

15％以上の省エネ効果が見込
まれる改修率を満たす高性能建
材（断熱材・ガラス・窓）を用いた
既存住宅の断熱リフォームを支
援

上限は戸建住宅で120万円。家
庭用蓄電システム20万円、家庭
用蓄電設備5万円、熱交換型換
気設備等5万円が別途補助され
るが、高性能建材を活用した改
修に係る補助金額の合計以下と
なることが要件。

二次公募が6月7日～7月26日。
二次公募の採択結果を受けて、
さらに補助金の交付が可能な場
合は、追加公募を行う

次世代省エネ建材の実証支援事業
（https://sii.or.jp/）

工期短縮可能な高性能断熱材
や、蓄熱・調湿材等の次世代省
エネ建材の効果の実証を支援す
る。

「外張り断熱工法等での改修」の
場合で上限300万円／戸、「断
熱パネル等での改修」の場合で
戸建住宅で上限200万円／戸

公募は二次まで予定。一次は5
月10日～7月16日。二次は8月
2日～9月30日を予定

を
踏
ま
え
部
分
断
熱
改
修
の
ガ

イ
ド
ラ
イ
ン
を
作
成
す
る
た
め

に
行
う
も
の
。

「
１
９
９
９
年
３
月
30
日
よ
り

前
に
建
築
さ
れ
た
戸
建
住
宅
の

一
部
を
断
熱
改
修
す
る
こ
と
」

「
改
修
前
後
の
効
果
を
明
ら
か

に
す
る
た
め
の
評
価
・
調
査
・

測
定
、
ア
ン
ケ
ー
ト
等
に
協
力

す
る
こ
と
」
な
ど
を
要
件
に
、

１
戸
当
た
り
１
０
０
万
円
（
補

助
対
象
工
事
費
の
２
分
の
１
以

下
）
を
上
限
に
改
修
費
用
の
補

助
が
受
け
ら
れ
る
。

応
募
期
間
は
６
月
１
日
～
７

月
21
日
ま
で
。

一
方
、
環
境
省
で
は
既
存
住

宅
の
断
熱
リ
フ
ォ
ー
ム
支
援
補

助
金
を
実
施
し
て
い
る
。
15
％

以
上
の
省
エ
ネ
効
果
が
見
込
ま

れ
る
改
修
率
を
満
た
す
高
性
能

建
材
（
断
熱
材
、
窓
、
ガ
ラ
ス
）

を
用
い
た
断
熱
改
修
を
補
助
す

る
。補

助
上
限
額
は
戸
建
住
宅
の

場
合
で
１
戸
当
た
り
１
２
０
万

円
。
二
次
公
募
が
７
月
26
日
ま

で
行
わ
れ
て
い
る
。

新
築
・
リ
フ
ォ
ー
ム

新
築

リ
フ
ォ
ー
ム



増
加
す
る
騒
音
ト
ラ
ブ
ル

居
住
者
、事
業
者
の
理
解
不
足
が
背
景
に

日本大学名誉教授

井上勝夫氏

（一社）日本音響材料協会　理事

近
年
、“
音
”に
関
す
る
ト
ラ
ブ
ル
が
増
え
て
い
る
と
い
う
。

快
適
な
は
ず
の
住
ま
い
が
ス
ト
レ
ス
に
な
り
、も
し
か
す
る
と
他
人
に
迷
惑
を
か
け
て
い
る
か
も
し
れ
な
い
。

ど
の
よ
う
な
ト
ラ
ブ
ル
が
、な
ぜ
起
こ
っ
て
い
る
の
か
─
─
。
裁
判
所
の
調
停
委
員
も
務
め
る
井
上
勝
夫
・
日
本
大
学
名
誉
教
授
に
聞
い
た
。

─
住
ま
い
に
お
け
る
騒
音
ト
ラ
ブ
ル
が
増
え

て
い
る
と
聞
き
ま
す
。

井
上　
私
は
調
停
委
員
や
専
門
委
員
を
務
め

て
い
ま
す
が
、
非
常
に
増
え
て
い
る
と
い
う

の
が
実
感
で
す
。

　

以
前
、
建
築
物
の
空
間
性
能
に
関
す
る
ト

ラ
ブ
ル
は
断
熱
や
換
気
に
関
す
る
も
の
が
多

か
っ
た
の
で
す
が
、
最
近
、
近
隣
や
他
住
戸

の
音
が
う
る
さ
い
と
、
建
築
空
間
の
音
響
性

能
が
問
題
に
な
る
ケ
ー
ス
が
増
え
て
き
ま
し

た
。

　

目
立
つ
の
が
共
同
住
宅
、
そ
れ
も
床
の
リ

フ
ォ
ー
ム
後
に
起
こ
る
ト
ラ
ブ
ル
で
す
。
例

え
ば
、
カ
ー
ペ
ッ
ト
だ
っ
た
部
屋
を
健
康
に

良
く
な
い
か
ら
と
フ
ロ
ー
リ
ン
グ
に
し
た
と

こ
ろ
、
軽
量
床
衝
撃
音
遮
断
性
能
が
ガ
ク
ン

と
落
ち
、
階
下
の
人
か
ら
の
ク
レ
ー
ム
と
な

る
。
こ
れ
ま
で
は
大
丈
夫
だ
っ
た
の
に
、
あ

る
日
い
き
な
り
性
能
が
変
わ
る
の
で
す
か
ら
、

「
う
る
さ
い
！
」と
な
る
。
リ
フ
ォ
ー
ム
前
の

性
能
と
リ
フ
ォ
ー
ム
後
の
性
能
に
乖
離
が
起

こ
る
と
、
そ
れ
が
問
題
に
な
る
わ
け
で
す
。

　

こ
う
し
た
こ
と
を
防
止
す
る
た
め
、
マ
ン

シ
ョ
ン
は
管
理
組
合
規
定
で
、例
え
ば
、Ｌ
Ｌ

45
、
Ｌ
Ｌ
40
以
下
の
製
品
を
使
用
す
る
こ
と

を
禁
ず
る
と
決
め
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
そ

の
意
味
を
居
住
者
や
リ
フ
ォ
ー
ム
事
業
者
が

正
確
に
理
解
し
て
い
な
い
ケ
ー
ス
が
多
い
の

で
す
。

─
戸
建
住
宅
に
つ
い
て
は
ど
う
で
す
か
。

井
上　
戸
建
住
宅
は
木
造
が
中
心
で
す
か
ら
、

マ
ン
シ
ョ
ン
に
比
べ
て
性
能
的
に
は
落
ち
ま

す
。
コ
ン
ク
リ
ー
ト
に
比
べ
れ
ば
質
量
が
十

分
の
一
く
ら
い
し
か
あ
り
ま
せ
ん
か
ら
。
し

か
し
、
戸
建
住
宅
は
一
家
族
内
の
問
題
で
す

の
で
、
上
下
階
の
床
、
衝
撃
系
の
音
の
問
題

は
そ
れ
ほ
ど
顕
在
化
し
ま
せ
ん
。
た
だ
、
二

世
帯
住
宅
で
は
、
上
に
暮
ら
す
子
ど
も
の
走

り
回
る
音
が
う
る
さ
い
と
い
っ
た
共
同
住
宅

と
同
じ
よ
う
な
問
題
が
起
こ
る
場
合
も
あ
り

ま
す
。

　

一
方
、
開
口
部
な
ど
か
ら
入
っ
て
く
る
外

部
騒
音
の
遮
断
に
つ
い
て
は
十
分
だ
と
は
言

え
ま
せ
ん
。
隣
家
の
音
、
道
路
や
鉄
道
の
音

な
ど
外
部
騒
音
に
対
す
る
遮
音
性
能
向
上
が

一
つ
の
課
題
と
言
え
ま
す
。
例
え
ば
、
サ
ッ

シ
の
性
能
は
Ｊ
Ｉ
Ｓ
で
測
定
法
が
定
め
ら
れ

て
い
ま
す
が
、
現
場
の
施
工
時
に
サ
ッ
シ
枠

と
構
造
躯
体
の
間
に
す
き
間
が
あ
る
と
、
製

品
性
能
が
高
い
は
ず
な
の
に
中
高
周
波
を
中

心
に
性
能
が
落
ち
て
し
ま
う
と
い
う
こ
と
が

起
こ
り
ま
す
。
現
場
品
質
を
い
か
に
高
め
る

か
が
重
要
だ
と
言
え
ま
す
。

─
そ
う
し
た
ト
ラ
ブ
ル
を
起
こ
さ
な
い
た
め

に
必
要
な
こ
と
と
は
？

井
上　
一
番
簡
単
な
こ
と
は
性
能
を
表
示
す

る
こ
と
で
す
。
こ
の
建
物
の
音
響
性
能
は
こ

れ
く
ら
い
で
す
と
表
示
し
て
、
こ
の
値
段
で

こ
の
性
能
と
い
う
こ
と
を
理
解
、
納
得
で
き

て
い
れ
ば
ト
ラ
ブ
ル
は
結
構
減
る
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。
ま
た
、
注
文
住
宅
や
リ
フ

ォ
ー
ム
に
お
い
て
は
「
こ
の
く
ら
い
の
レ
ベ

ル
を
ク
リ
ア
し
て
く
だ
さ
い
」
と
性
能
発
注

す
れ
ば
よ
い
の
で
す
。

　

音
の
性
能
に
つ
い
て
、
一
般
消
費
者
に
と

っ
て
分
か
り
や
す
い
制
度
と
し
て
住
宅
性
能

表
示
制
度
が
あ
り
、「
こ
の
建
物
は
等
級
３
で

す
よ
」
な
ど
と
表
示
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す

が
、
任
意
制
度
の
た
め
非
常
に
適
用
が
低
い

の
が
実
情
で
、
残
念
で
す
。

　

要
は
、
消
費
者
側
が
い
か
に
性
能
を
事
前

に
理
解
し
て
い
る
か
と
い
う
こ
と
で
す
。
し

か
し
、
戸
建
住
宅
を
建
て
る
前
や
マ
ン
シ
ョ

ン
を
買
う
前
、
リ
フ
ォ
ー
ム
を
す
る
前
に
音

の
性
能
に
目
が
行
く
人
は
非
常
に
少
な
い
。

だ
か
ら
実
際
に
住
ん
だ
時
に「
何
こ
の
音
？
」

と
い
う
問
題
が
起
こ
り
ま
す
。

　

ト
ラ
ブ
ル
を
減
ら
す
た
め
に
は
、
消
費
者

が
あ
る
程
度
音
や
遮
音
性
能
に
対
す
る
知
識

を
持
た
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
で
す
か
ら
、

私
は
一
番
重
要
な
こ
と
は
消
費
者
に
対
す
る

情
報
提
供
、
理
解
で
あ
り
、
啓
発
活
動
だ
と

考
え
て
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
先
に
『
マ
ン
シ
ョ
ン
の
音
の
ト
ラ

ブ
ル
を
解
決
す
る
本
』（
あ
さ
出
版
）
を
執

筆
し
ま
し
た
。
ど
ん
な
騒
音
が
問
題
に
な
っ

て
い
る
の
か
、
リ
フ
ォ
ー
ム
す
る
際
に
気
を

つ
け
る
こ
と
な
ど
に
つ
い
て
、
で
き
る
だ
け

快適な
住まいづくりの
ポイント

遮音

住まいの音対策をどのように行うかが大きな課題となってきている

井上名誉教授が一般向けにわかりやすく解説した『マンションの
「音のトラブル」を解決する本』（あさ出版）、リフォームに携わる
設計・施工・監理者向けに解説した『集合住宅のリフォームと音』

（（一社）日本音響材料協会）を発刊した。

専
門
用
語
を
使
わ
ず
に
、
一
般
の
人
に
分
か

り
や
す
く
ま
と
め
ま
し
た
。
こ
の
本
を
読
ん

だ
方
か
ら
「
対
策
方
法
を
も
っ
と
教
え
て
ほ

し
い
」
と
の
声
も
あ
り
ま
し
た
が
、
そ
れ
は

プ
ロ
向
け
に
「
集
合
住
宅
の
リ
フ
ォ
ー
ム
と

音
」
を
（
一
社
）
日
本
音
響
材
料
協
会
で
ま

と
め
て
い
ま
す
。

　

最
近
、
消
費
者
側
か
ら
遮
音
性
能
に
対
す

る
要
求
が
あ
る
程
度
出
て
く
る
よ
う
に
な
っ

て
き
ま
し
た
が
、
も
っ
と
加
速
さ
せ
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。
消
費
者
が
遮
音
性
能
の
こ
と

を
も
っ
と
理
解
し
、
要
求
を
出
せ
ば
、
住
宅

関
連
の
事
業
者
は
そ
れ
に
応
じ
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。
そ
う
し
た
積
み
重
ね
が
騒
音
に
関

す
る
ト
ラ
ブ
ル
を
減
ら
す
こ
と
に
つ
な
が
る

と
考
え
て
い
ま
す
。
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